




投
稿
に
際
し
て
の
注
意

『
大
谷
學
報
』『
大
谷
大
學
研
究
年
報
』
各
号
（
集
）
の
執
筆
者
は
毎
年
、
各
号
（
集
）
発
行
の

前
年
度
の
六
月
頃
に
開
催
さ
れ
る
大
谷
学
会
委
員
会
に
て
決
定
し
ま
す
。

投
稿
を
ご
検
討
の
方
は
、
ま
ず
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
大
谷
学
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

な
お
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
ご
希
望
に
お
応
え
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。



学
生
会
員 

投
稿
規
程

１ 

．
本
学
会
学
生
会
員
で
、『
大
谷
学
報
』
に
論
文
の
掲
載
を
希
望
す
る
も
の
は
、
指
導
教
員
の

推
薦
状
を
添
え
て
投
稿
で
き
る
（
一
六
〇
〇
〇
字
以
内
と
す
る
）。

２
．
投
稿
さ
れ
た
論
文
は
、
審
査
を
経
て
採
否
が
決
定
さ
れ
る
。

３ 

．
論
文
の
審
査
は
、
編
集
委
員
お
よ
び
編
集
委
員
が
選
任
委
嘱
す
る
審
査
委
員
（
若
干
名
）

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

４ 

．
審
査
の
結
果
は
左
記
の
通
り
と
し
、
②
③
の
場
合
に
は
、
投
稿
者
に
そ
の
理
由
を
通
知
す
る
。

　
① 

採
用

　
② 

条
件
付
き
採
用
（
修
正
が
な
さ
れ
た
場
合
採
用
）

　
③ 

不
採
用

５
．
こ
の
規
程
は
、『
大
谷
学
報
』
第
八
十
九
巻
第
一
号
よ
り
適
用
さ
れ
る
。






